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１．2006年9月中間期実績
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【金額：億円】

主要経営指標

売上高売上高
ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ

営業利益営業利益
経常利益経常利益
中間純利益中間純利益

一株当たり純利益一株当たり純利益（円）（円）

ﾌﾘｰ・ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰﾌﾘｰ・ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

０６年９月中間期
実績 売上高比売上高比

前年同期比

１，０１，０４５４５
４６８４６８
５７７５７７

３３３３
３３６６
１１６６

３０３０．．９９
４６４６

－－

4444..88%%

5555..22%%

3.3.22%%

3.3.55%%

1.6%1.6%

－－

－－

△△６８６８
△△２９２９
△△３９３９

△△１１１１
△△１１１１
△△１１５５

△△２２８８．．１１
＋＋１９１９

増 減 伸び率

△△5.85.8%%

△△6.46.4%%

△△24.624.6%%

△△23.323.3%%

△△47.647.6%%

△△6.16.1%%

△△47.647.6%%

＋＋70.370.3%%
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売上高増減要因

０６年０６年度度
中間期実績中間期実績

０５年０５年度度
中間期実績中間期実績

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ

前年同期比前年同期比 △△６８６８億円億円（△（△６．１６．１%%））

△33

1,0451,045
億円億円

1,1141,114
億円億円 ＋4

【保守(既存領域）】
オープン化の進展／
製品品質向上による
保守／修理ｻｰﾋﾞｽ減

【運用ｻﾎﾟｰﾄ（注力領域）】

・統合運用ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ

活用による遠隔監視等

の運用支援ｻｰﾋﾞｽ増加

【保守（注力領域）】
・ｿﾌﾄｻﾎﾟｰﾄ､協業拡大、
IT/NW統合領域取込

＋1

・保守既存領域の減少継続

・サービス事業への注力による物品販売の減少

＋16
△56

04上→05上
▲６４億円

05上→06上
▲３３億円⇒

【サプライ】

・ｻｰﾋﾞｽ事業への

注力による反動減

【ｼｽﾃﾑ展開】

・大型展開案件

・ｾｷｭﾘﾃｨ/VoIP

関連増
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経常利益増減要因

３６３６
億円億円

４７４７
億円億円

０６年０６年度度
中間期実績中間期実績

０５年０５年度度
中間期実績中間期実績

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ

前年同期比前年同期比 △△１１１１億円億円（△（△２３．３２３．３%%））

共通費／
営業外損益

・サービス事業比率拡大／原価低減効果
・投資関連費用増、売上減の影響で前年同期比減益

・保守既存領域
の減収に伴う
利益減（△３）

・資産効率化
投資（△６）

△9

・保守注力領域増収
による利益増

・運用サポート、システム

展開増収による利益増

＋1
＋2

＋1 △4
△3

・サプライ

減収に伴なう

利益減

・ＩＴ投資に伴なう

減価償却費用増
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キャッシュ・フロー

フリーキャッシュフローフリーキャッシュフロー ４６４６億円億円（前（前年同年同期比期比1919億円増）億円増）

営業活動によるＣＦ営業活動によるＣＦ
税引前利益税引前利益
運転資金運転資金
その他その他

投資活動によるＣＦ投資活動によるＣＦ
財務活動によるＣＦ財務活動によるＣＦ
現金及び現金及び
現金同等物期首残高現金同等物期首残高

中間期
実績

前年
同期差

５２５２
３１３１
３７３７

△△１６１６

△△６６
△△８８

１１６１１６
１５４１５４

＋１５＋１５
△△１５１５
＋５１＋５１
△△２１２１

＋４＋４
±±００

＋８８＋８８
＋１０７＋１０７

-20

0

20

40

60

営業活動ＣＦ

投資活動ＣＦ

フリーＣＦ

フリーＣＦ
27億円

フリーＣＦ

46億円

０６年度
中間期実績

０５年度
中間期実績

期末残高期末残高

（法人税支払等）（法人税支払等）
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1,219億
1,213億

628億
594億

591億
618億

05年度中間期 06年度中間期

資産の部 負債の部

純資産の部
・現金及び
現金同等物 ：＋１０７億

・受取手形及び

売掛金 ：△１１１億

自己資本比率

51.0％
（前年同期比：＋2.5 ｐｔ）
流動比率

222.7％
（前年同期比：＋14.6ｐｔ）

バランスシート

・支払手形及び
買掛金 ：△３１億

・退職給付引当金：＋３億

・利益剰余金 ：＋２７億

・自己資本比率の着実な改善・自己資本比率の着実な改善（前（前年同年同期比期比＋＋2.52.5ｐｔｐｔ））

・資産流動比率向上・資産流動比率向上（前年同期比＋（前年同期比＋14.614.6ｐｔ）ｐｔ）
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トピックス

新経営体制

Ｃ Ｓ

６月２３日付で片山徹が社長就任

・社団法人企業情報化協会が主催するＨ１８年度優秀ＩＴ・ﾕｰｻﾞ・ｻﾎﾟｰﾄ表彰制度
・ITｼｽﾃﾑを利用したﾉｳﾊｳの蓄積と活用や他ﾍﾞﾝﾀﾞｰやｷｬﾘｱを含めたﾄﾗﾌﾞﾙ対応
ﾌﾟﾛｾｽの構築など、当社のｺｰﾙｾﾝﾀｰ業務におけるｻｰﾋﾞｽ品質の向上への
取り組みが評価

「Best Contact Center of the Year ２００６ 優秀賞」を受賞

・最新の国際認定基準「ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ国際認定ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞVer.4」による認証取得
（アジア・パシフィック地区で初、全世界では5番目）

「ＨＤＩサポートセンター国際認定」を取得
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トピックス

成 長

ＣＳＲ

・環境保全に関する取り組みやステークホルダーとの建設的な関係を構築している
ことが評価され、英国ＦＴＳＥインターナショナルから「ＦＴＳＥ４Ｇｏｏｄ Ｇｌｏｂａｌ
Ｉｎｄｅｘ」の銘柄に継続採用

・Ｗｅｂサイトを通じた投資家向け広報活動への取り組みが評価され、大和ＩＲ㈱に
よる「インターネットＩＲサイト優秀企業２５５社」に４年連続で選定

・世界遺産の保全と活用への取り組みを展開する「世界遺産劇場」に協賛
・アジアで最大級のショートフィルム専門映画祭「ｼｮｰﾄｼｮｰﾄﾌｨﾙﾑﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」に協力

・ＮＥＣの提供する製造業のｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽ業務向けｿﾘｭｰｼｮﾝに、当社の保守体制を
ﾓﾃﾞﾙとした「ｺｰﾙｾﾝﾀｰ機能」、「保守技術者動態管理機能」、「保守部材在庫管理
機能」を追加

当社ｺｰﾙｾﾝﾀｰﾉｳﾊｳを生かしたｿﾘｭｰｼｮﾝの提供

・ﾃﾞｰﾀを暗号化して記録できるCD-R媒体「FIELDING Secu-R」を開発・商品化

高まるセキュリティニーズに応える商品をリリース

社会貢献活動／外部機関からの高評価継続
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２．2007年3月期（通期）見通し
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通期業績見通し（連結・前年同期比）

一株当たり配当金一株当たり配当金（円）（円）

【金額：億円】

主要経営指標

売上高売上高
ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ

営業利益営業利益

経常利益経常利益

純利益純利益

一株当たり純利益一株当たり純利益（円）（円）

上期
実績

前年前年
同期比同期比

１１，，０４５０４５
４６８４６８

５７７５７７

３３３３

３６３６

１６１６

３０３０．９．９

１５１５．０．０

△△２９２９

△△３９３９

△△１１１１

△△１１１１

△△１５１５

下期
見通し

通期
見通し

△△６８６８

△△２８２８．１．１

±±００

前年前年
同期比同期比

１１，，２０５２０５
４６２４６２

７４３７４３

４７４７

４４４４

２４２４

４２４２．．４４

１５１５．０．０

△△２６２６

＋３７＋３７

△△９９

△△１１１１

△△４４

＋１１＋１１

△△６６．９．９

±±００

前期比前期比

２２，，２５０２５０
９３０９３０

１，３２０１，３２０

８０８０

８０８０

４０４０

７３７３．．３３

３０３０．０．０

△△５５５５

△△２２

△△５７５７

下半期増収を目指す

△△２０２０

△△２２２２

△△１９１９

△△３５３５．０．０

±±００
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（参考）通期業績見通し（連結・期初計画比）

上期の事業動向を踏まえ、
ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ売上高を修正

一株当たり配当金一株当たり配当金（円）（円）

【金額：億円】

主要経営指標

売上高売上高
ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ

営業利益営業利益

経常利益経常利益

純利益純利益

一株当たり純利益一株当たり純利益（円）（円）

上期
実績

期初期初
計画比計画比

１１，，０４５０４５
４６８４６８

５７７５７７

３３３３

３６３６

１６１６

３０３０．９．９

１５１５．０．０

△△２２

△△８３８３

＋８＋８

＋１１＋１１

＋４＋４

通期
見通し

△△８５８５

＋８＋８．９．９

±±００

期初期初
計画比計画比

２２，，２５０２５０
９３０９３０

１，３２０１，３２０

８０８０

８０８０

４０４０

７３７３．．３３

３０３０．０．０

±±００

△△１００１００

△△１００１００

変
更
無
し
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３．事業運営方針
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1.13 1.12 1.11 1.08 1.05 1.04

0.46 0.48 0.49 0.51 0.52 0.54

1.04 1.02 1.01 0.99 0.97 0.95

3.62 3.82 4.01 4.24 4.49 4.74

0

2

4

6

8

2004 2005 2006 2007 2008 2009

事業環境認識

出典：Gartner Japan、ﾐｯｸ経済研究所、矢野経済研究所ﾃﾞｰﾀより当社推定

オープン化によるＨＷ保守市場縮小継続
運用代行等の伸長で、市場全体として３％成長

（兆円）

国内ITｻｰﾋﾞｽ市場（当社事業領域）規模予測

H/W保守H/W保守

NW施設
ｻﾌﾟﾗｲ

NW施設
ｻﾌﾟﾗｲ

運用代行
ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ
ｼｽﾃﾑ展開

運用代行
ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ
ｼｽﾃﾑ展開

年平均成長率
(06年→09年)

6.27 6.46 6.63 6.83 7.05 7.28

＋5.7%＋5.7%

▲2.0%▲2.0%

＋3.3%＋3.3%

▲2.1%▲2.1%

＋3.2%＋3.2%

ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ領域
▲0.4%
ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞ
ﾒﾝﾃﾅﾝｽ領域
▲0.4%

ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ領域
＋4.3%
ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ領域
＋4.3%

S/W保守S/W保守

年度
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当社の課題と現状

３期連続３期連続（’０４～’０６）（’０４～’０６）減収・減益見通し減収・減益見通し

・ｵｰﾌﾟﾝ化/製品品質向上
による保守収入減

・経営改革効果を
売上減ｲﾝﾊﾟｸﾄによる
利益悪化が打ち消す

・保守注力/ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業
の成長でﾘｶﾊﾞｰできず

０６年度
上期の状況

保守既存領域保守既存領域
減少幅縮小減少幅縮小

ＦＳ利益率が改善ＦＳ利益率が改善

注力事業注力事業のの成長成長

ｻｰﾋﾞｽ事業注力によるｻｰﾋﾞｽ事業注力による
ｻﾌﾟﾗｲ減ｻﾌﾟﾗｲ減

△△5252億⇒億⇒△△3333億億
2%2% ⇒⇒ 4%4%

138138億⇒億⇒182182億億

※数値は、
04年度
上期実績

06年度
上期実績⇒

＊共通費控除前営業利益率

＊
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事業目標

堅実な成長の実現堅実な成長の実現

０７年度以降０７年度以降

増収・増益基調の定着増収・増益基調の定着
保守既存領域の保守既存領域の
減少幅縮小減少幅縮小

注力事業注力事業
の拡の拡大大

採算性の採算性の
確保／改善確保／改善
ＰＭ利益率の堅持
FS利益率の改善

二桁成長率△10%⇒△5%へ
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事業戦略

２．オープン化進展の環境２．オープン化進展の環境を勝ち抜くを勝ち抜く
コスト構造への改革コスト構造への改革

１．保守事業規模の堅持１．保守事業規模の堅持

２．強みを活かす営業／運用力強化２．強みを活かす営業／運用力強化

１．１．ｼｽﾃﾑ全体のｼｽﾃﾑ全体の保守保守・運用・運用へへの拡大の拡大

１．“個”客別／機種別ＣＳ管理の強化１．“個”客別／機種別ＣＳ管理の強化

保守革新と保守革新とｼｽﾃﾑｱﾌﾀｰｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑｱﾌﾀｰｻﾎﾟｰﾄへの拡大への拡大

２．ＣＳＲで業界のトップランナーへ２．ＣＳＲで業界のトップランナーへ

３．内外人的ﾘｿｰｽ最適化による生産性向上３．内外人的ﾘｿｰｽ最適化による生産性向上

Ⅱ．ｼｽﾃﾑｱﾌﾀｰｻﾎﾟｰﾄ拡大戦略Ⅱ．ｼｽﾃﾑｱﾌﾀｰｻﾎﾟｰﾄ拡大戦略

Ⅰ． 保守事業革新戦略Ⅰ． 保守事業革新戦略

Ⅲ．経営基盤強化戦略Ⅲ．経営基盤強化戦略

CS CSR 人材

経 営 基 盤

保 守

保守注力

事業規模堅持
コスト構造改革

運用サポート

ｻﾌﾟﾗｲ・ｼｽﾃﾑ展開

システム保守へ

営業/運用力強化
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Ⅰ．保守事業革新戦略

ＰＭ営業利益率
１０％超

ＰＭ事業
９００億円規模堅持

＜＜コスト構造の改革コスト構造の改革＞＞＜＜保守事業規模の堅持保守事業規模の堅持＞＞

保守契約の拡大保守契約の拡大

保守ﾌﾟﾛｾｽ改革保守ﾌﾟﾛｾｽ改革

ﾏﾙﾁﾍﾞﾝﾀﾞ保守加速ﾏﾙﾁﾍﾞﾝﾀﾞ保守加速

原価低減活動継続原価低減活動継続

機材・物流生産革新機材・物流生産革新

ソフト領域を含めた保守メニュー創出ソフト領域を含めた保守メニュー創出 （ﾘﾓｰﾄ予兆監視、ｼｽﾃﾑ復旧ｻｰﾋﾞｽ等）（ﾘﾓｰﾄ予兆監視、ｼｽﾃﾑ復旧ｻｰﾋﾞｽ等）

有寿命部品有寿命部品費費回収促進と対象機器拡大回収促進と対象機器拡大 （（小型小型ﾌﾟﾘﾝﾀﾌﾟﾘﾝﾀ ＰＯＳ、大型ﾌﾟﾘﾝﾀＰＯＳ、大型ﾌﾟﾘﾝﾀ（（NIPNIP））））

他ﾍﾞﾝﾀﾞ協業推進による保守対象機種拡大他ﾍﾞﾝﾀﾞ協業推進による保守対象機種拡大 （液晶（液晶//ｺﾋﾟｰﾎﾞｰﾄﾞ等周辺機種）ｺﾋﾟｰﾎﾞｰﾄﾞ等周辺機種）

専用端末・ＰＯＳ端末の専任・専門化専用端末・ＰＯＳ端末の専任・専門化 （千葉（千葉//東京東京//大阪大阪 ⇒⇒ 各地域ﾌﾞﾛｯｸ）各地域ﾌﾞﾛｯｸ）

棚卸資産効率化と物流コスト削減棚卸資産効率化と物流コスト削減

＊共通費控除前営業利益率

＊
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Ⅱ．システムアフターサポート拡大戦略

注力領域；
目標 １１０％／年

運用サポート；
３年間で１．５倍

＜営業／運用力強化＞＜営業／運用力強化＞＜システムの保守・運用へ＞＜システムの保守・運用へ＞

ソフトウェアソフトウェア

技術力強化技術力強化

ＶｏＩＰ／ｾｷｭﾘﾃｨＶｏＩＰ／ｾｷｭﾘﾃｨ

スキル強化スキル強化

ｿﾌﾄﾍﾞﾝﾀﾞ／ＳＩｅｒとｿﾌﾄﾍﾞﾝﾀﾞ／ＳＩｅｒと

の協業・連携強化の協業・連携強化

ＮＥＣグループとのＮＥＣグループとの

人材交流人材交流

ｼｽﾃﾑ全般を保守できるｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄＣＥ増強ｼｽﾃﾑ全般を保守できるｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄＣＥ増強 （全ＣＥの２５％目標）（全ＣＥの２５％目標）

ＨＷ保守契約顧客へのソフトサポートサービス提供ＨＷ保守契約顧客へのソフトサポートサービス提供

セキュリティ／ＶｏＩＰベンダとの協業セキュリティ／ＶｏＩＰベンダとの協業

地域販売店との連携によるｉＳｏｌｕｔｉｏｎ拠点の活用拡大地域販売店との連携によるｉＳｏｌｕｔｉｏｎ拠点の活用拡大

グループ各社ＳＥ力活用による高度な運用業務への対応グループ各社ＳＥ力活用による高度な運用業務への対応
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Ⅲ．経営基盤強化戦略

＜＜ＣＳＲで業界のトップランナーへＣＳＲで業界のトップランナーへ＞＞ ＜＜内外人的ﾘｿｰｽ最適化内外人的ﾘｿｰｽ最適化＞＞

ＣＳＲ 人材

＜＜“個”客別／機種別ＣＳ管理強化“個”客別／機種別ＣＳ管理強化＞＞

Ｃ Ｓ

ＣＳＭＰＣＳＭＰ 活動の推進活動の推進
顧客システム稼動状況顧客システム稼動状況

把握インフラの充実把握インフラの充実
アカウントマネージャ制度の導入アカウントマネージャ制度の導入

コンプライアンスコンプライアンス//セキュリティ強化セキュリティ強化
（保守員用端末ｼﾝｸﾗｲｱﾝﾄ化等）（保守員用端末ｼﾝｸﾗｲｱﾝﾄ化等）

環境経営度調査環境経営度調査 No.1No.1堅持堅持
社会貢献基金の設立社会貢献基金の設立
事業継続計画の策定・運用強化事業継続計画の策定・運用強化

*CSMP：（Customer Service level Management Program） 当社と顧客間で、ｻｰﾋﾞｽ品質について相互に
合意した上で、当社ｻｰﾋﾞｽを提供するなど、顧客毎/機種毎の満足度を重視したCS向上活動

＊

＊

*環境経営度調査：日本経済新聞社が主催する、企業の環境対策を総合的に評価するための調査。温暖化ガスや廃棄物の低減など
の環境対策と経営効率の向上を評価。当社は非製造業部門で第1位を獲得（03年、04年）。

人事制度の見直し人事制度の見直し
（職務価値基準評価（職務価値基準評価//専門職制度構築）専門職制度構築）

パートナー会社の管理パートナー会社の管理//連携強化連携強化
（職種棚卸による請負（職種棚卸による請負//派遣要件整備等）派遣要件整備等）

ＦＳＣ活用による付加価値留保ＦＳＣ活用による付加価値留保
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これからも、ずっと。
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資料についてのご注意

本資料に記載いたしました認識､戦略､計画などのうち､将来の動向や業績等に関する見通し

は､歴史的事実でないために､不確定な要因を含んでおります。

実際の業績は､さまざまな要因により見通しとは大きく異なる結果となる可能性があることをご

了承願います。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因には､当社の事業を取り巻く経済情勢､社会的動向､

当社の提供するサービス等に対する需要動向による相対的競争力の変化などがあります。なお､

業績に影響を与えうる重要な要因は､これらに限定されるものではありません。


